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「鉄系吸着材を用いたセシウム吸着及び減容化に関する考察」 

○宮原英隆１・平井恭正１・本田克久２

１石原産業株式会社・２愛媛大学 

1．はじめに 

 除染廃棄物を適切な処理施設にて分級や焼却処理を行うことにより、除染廃棄物は減容化され、放射

性物質は濃縮されていく。その過程で発生する放射性物質を含む洗浄・汚染水を再利用して発生量を減

らすことや、濃縮後の除染廃棄物保管に対しても安定した保管方法が望まれる。本報告では、鉄、シリ

カ、アルミを用いて合成した鉄系材料を粉体及び造粒体に成型し、セシウムの吸脱着が可能という特徴

を活かした鉄系材料の再利用の可能性及び、除染廃棄物の減容化に対する適応性を考察する。 

2．鉄系吸着材を用いたセシウム吸着・脱離試験 

2.1 粉体、造粒体の pH 及び液固比変化によるセシウム吸着確認 

塩化セシウム溶液（Cs 1 ㎎/L）を用い、溶液 pH を 3，7，9 となるよう調整。液固比 100，500，2500、

各 2 時間（常温室内）の試料撹拌後、ろ過を経て処理水を回収。 

また、吸着試験後の固体分を用い、硫酸溶液（pH1.5）、純水(pH5.8)、水酸化ナトリウム溶液（pH12.5）

を用い、2 時間の試料撹拌にてセシウム脱離試験を実施。回収した処理水の分析結果を図 1、図 2 に示す。 

図１ セシウム吸着データ 図２ セシウム脱離データ 

2.2 セシウム吸着と破過曲線  

塩化セシウム溶液（Cs 1 ㎎/L）を用い、溶液 pH

を 7 となるよう調整。鉄系吸着材を 0.2g 充填した

カラムを作成し、チューブポンプを用いて下部か

ら上部方向へ毎分 50ml の定量で通水させ、出口側

の処理水を時間毎に採水した。これを 0.45μm の

フィルターにてろ過を実施し、回収した処理水の

分析値を図 3 に示す。 

図３ 破過曲線 

3. まとめ

セシウム吸着能としては粉体、造粒成型体ともに期待でき、中性・アルカリ性領域では殆ど脱離せず

酸性領域にて脱離能を発揮することから、吸着・脱離を繰返し行うことが可能となる。この材料特性を

活かし処理設備等に利用することで、放射性セシウムの濃縮及び減容化へと繋がることを期待する。 
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